
 

2023 年 7 月 10 日 

三井共同建設コンサルタント株式会社 

 

セネガル国ダカール港第三埠頭改修計画が 
土木学会「技術賞（Ⅱグループ）」を受賞 

～「ジャイロプレス工法Ⓡ」により、開発途上国の建設課題を解決～ 

 

弊社が参画した ODA（政府開発援助）案件「セネガル国ダカール港第三埠頭改修計画」が、公益

社団法人土木学会が表彰する「令和 4 年度土木学会賞技術賞（Ⅱグループ）」を受賞しました。本賞

は土木技術の発展に大きく貢献し、社会の発展に寄与した画期的なプロジェクトが選ばれます。 

本プロジェクトでは、施工中の船舶航行や荷役の継続が求められる中、回転切削圧入工法「ジャ

イロプレス工法Ⓡ」が採用され、接岸や荷役に影響を与えることなく鋼管杭による自立式岸壁を構築

しました。本件は、本邦独自の技術が開発途上国の建設課題を解決した好例として ODA 関係者から

注目され、メディアや各種セミナーで広く紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■土木学会賞技術賞（Ⅱグループ） 

土木学会賞は 1920 年、土木工学の進歩や土木事業の発達、土木技術者の資質向上を図ることを

目的に、公益社団法人土木学会が「土木賞」として創設しました。功績賞、環境賞など 10 分野の賞

で構成されています。 

 

■セネガル国ダカール港第三埠頭改修計画 

セネガル共和国・ダカール港において、技研施工が鋼管杭回転切削圧入工法「ジャイロプレス工

法®」による延長約 350m の岸壁改修工事（圧入工事部分）を 2021 年 3 月に完了した案件です。 



 

【他工法では安全性に課題】 

ダカール港はセネガル唯一の国際港湾です。内陸国向け貨物の流通量が年々増加している一方、

それを扱う第三埠頭は老朽化が著しく、荷役に支障が生じていました。また、水深が浅く大型船舶

が寄港できないことからも、岸壁の再構築が急務でした。 

当初はコンクリート製のブロックを海中に積み上げる計画が立てられました。しかし、岸壁位置

を海側へ約 22ｍ前出しするため、対岸埠頭との間が狭まり、船舶運航の安全性や利便性が低下する

恐れがありました。また作業台船を使用するため、工事中の接岸や荷役の安全性にも課題が残りま

した。 

 

【「ジャイロプレス工法Ⓡ」で課題をクリア】 

鋼管杭による岸壁なら前出し幅を自由に選定でき

ます。今回はブロック式に比べ約 16m 短縮した 6ｍ

に抑えました。また、鋼管杭の施工方法の中でも

「ジャイロプレス工法Ⓡ」であれば、圧入機本体が既

設杭上を自走して施工できるため作業台船が要ら

ず、船舶の接岸や荷役に影響を与えません。加え

て、鋼管杭の先端に切削爪を付けて回転切削圧入す

ることで、岩盤や捨石層に直接貫入が可能。仮設工

事をはじめ、事前掘削や地盤を置き換える工程が不

要になるため、他工法と比べてスピーディーに完工

できます。これらの特長が大きく評価され、採用に

至りました。 

 

 

 

 

■事業概要 

事業名 ：ダカール港第三埠頭改修計画 

ODA の種類 ：無償資金協力 

工事場所 ：セネガル共和国ダカール州ダカール県 

発注者 ：ダカール港湾公社 (Port Autonome de Dakar：PAD) 

設計・施工管理 ：三井共同建設コンサルタント株式会社・株式会社建設技術センターJV 

元請業者 ：東亜建設工業株式会社 

施工業者 ：株式会社技研施工 

使用機材    ：ジャイロパイラーⓇ F401-G1200 2 台 

杭材型式・寸法 ：鋼管杭（直径 1000 ㎜、長さ 21.0～23.0m）304 本 (本杭 299 本＋仮設杭 5 本) 

 小口径鋼管（直径 318.5mm）299 本 

全体工期 ：2019 年４月～ 2022 年 9 月 



 

■参考 

「令和 4 年度土木学会賞 技術賞受賞一覧」（公益社団法人土木学会） 

https://www.jsce.or.jp/prize/prize_list/2_gijutu.shtml 

https://www.jsce.or.jp/prize/prize_list/2_gijutu.shtml

